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１．汎用スキャンツールの標準仕様について（レビュー） 

平成 22 年度の汎用スキャンツール普及検討会」で提案された汎用スキャンツールの標準仕様の考

え方を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 汎用スキャンツールの標準仕様 

スキャンツールの標準仕様は、専用機と同等な品質を前提として機能と価格のバランスを考慮して、

「基本機能」＋「拡張機能」とすることで、小規模事業場がスキャンツールを導入し易くすると共に、導

入後も買い替えではなく機能拡張することで、永く使用できることを目指して提案された。 

 

２．標準仕様を目指したスキャンツールの販売状況 

現在、「標準仕様」を目指したスキャンツールは大別すると以下の３タイプが販売されている。 

タイプ１ タイプ２ タイプ３ 

分離型（PC＋VCI） 併用型 一体型 

  

 

 

 

 

分離型で、 

基本機能を低価格で提供し、

拡張機能を追加できる 

基本機能は一体型、 

拡張機能はPCと連携で追加

できる 

一体型で、 

基本機能を低価格で提供し、

拡張機能を追加できる 

 

３．課題 

（１）品質を確保しつつ、カバレッジを拡大する。 

（２）国際化への取り組み。（諸外国の動向に調和する） 

１．機能：故障診断・整備の実情に合った、機能を具備できる仕様とする
２．価格：ユーザーレベルに合わせた機能選択可能な価格構成とする

基本機能（低価格） ＋ 拡張機能（ユーザーが選択）
３．品質：専用機と同等な品質（特に診断ソフト面）
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一般整備工場・電修業（自動車整備士2級以上、自ら技術習得する層）対象ユーザー
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ディーラ

汎用スキャンツールの普及ターゲット

1.6万店

分解整備事業所
電装品修理業

7.3万店

整備要員数ランク別の
保有状況（面積比は推計値）
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主要システム

スキャンツール標準仕様を提案
「基本機能」＋「機能拡張性」

●現状並、○早期追加、△順次追加、―車輌側対応なし

市場ニーズを
層別調査
（H22年度）

機能と価格
のバランス

普及に即した検討
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